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今
夏
は
猛
暑
と
予
報
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
度
も
定
期
総
会
に

始
ま
り
、
探
訪
会
を
実
施
し
、
暑
さ
に
負

け
じ
と
当
会
の
活
動
も
熱
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

六
月
に
は
二
つ
の
「
サ
ロ
ン
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。「
歴
研
サ
ロ
ン
」
と
「
ブ
ッ

ク
サ
ロ
ン
龍
紅
堂
（
り
ゅ
う
ぐ
う
ど
う
）」

で
す
。「
歴
研
サ
ロ
ン
」
は
当
会
顧
問
に

も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
講
座
形
式
の
勉
強

会
的
な
活
動
で
す
。
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
は
当

会
運
営
委
員
で
企
画
委
員
長
の
方
が
会
へ

の
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
自
ら
倉
敷
市

水
島
地
区
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
会
員
の

憩
い
の
場
と
も
な
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
内
容
は
今
号
の
記
事
を
ご
覧
下

さ
い
。

そ
し
て
、
当
会
の
活
動
が
各
方
面
に
認

め
ら
れ
、
全
国
歴
研
は
も
と
よ
り
、
様
々

な
講
演
会
や
催
し
に
協
力
の
依
頼
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
岡

山
歴
研
発
展
へ
の
期
待
の
現
れ
と
も
言
え

ま
す
。
さ
ら
に
前
に
向
か
っ
て
行
く
た
め

に
も
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
尽

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
会
長　

天
野
勝
昭
）

歴
研

展
望
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今
年
度
の
定
期
総
会
を
四
月
二
二
日
、

山
陽
新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
。

雨
の
中
、
一
七
〇
名
が
参
加
。
天
野
会
長

の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
、
歴
研
本
部
か
ら

の
竹
本
氏
、
兵
庫
歴
研
会
長
の
柴
谷
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
さ
れ
た
。
そ
し
て
昨
年
度

の
事
業
報
告
、
並
び
に
今
年
度
の
事
業
計

画
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
記
念
講

演
は
、
津
山
洋
学
資
料
館
前
館
長
の
下
山

純
正
氏

に
よ
る

「
こ
う

し
て
津

山
に
洋

学
が
栄

え
た
」

と
当
会

顧
問
、

佐
藤
光

範
氏
の

肥
後
熊
本
大
会
の
ご
案
内

十
月
十
八
日
〜
二
十
日

全国大会

記事第６面

「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る　

吉
備
国
の

歴
研
に
新
し
い
支
援
　「
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
龍
紅
堂
」

り
ゅ
う
ぐ
う
ど
う
　
オ
ー
プ
ン

六
月
に
古
本
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
が
水
島
臨
海
鉄
道
の
弥
生
駅
近
く
に

オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
が
運
営
さ

れ
ま
す
の
で
、
会
と
し
て
も
全
面
応
援
を

し
て
参
り
ま
す
。
古
本
等
の
寄
付
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
売
上
収
益

の
一
部
を
歴
研
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、

会
の
運
営
に
協
力
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会

員
の
皆
様
の
気
軽
な
サ
ロ
ン
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

寄
付
い
た
だ
き
た
い
品

・ 

本(

雑
誌
を
除
く
、
分
類
は
不
問)

、

CD
、
DVD
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
LP
レ
コ
ー
ド

・ 

切
手
（
使
用
済
み
）・
ト
ナ
ー
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
（
使
用
済
み
）・
衣
類
、
き
も

の
、
ネ
ク
タ
イ
、
ハ
ン
カ
チ
（
使
用
済

み
OK
）

・ 

陶
器
、
骨
董
類
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
販
売
可
能
な
も
の
な
ら
何
で
も

商
品
の
流
れ

①
お
電
話
、
FAX
に
て
回
収
の
依
頼

②
回
収
の
日
程
の
相
談

③
ご
自
宅
に
回
収
に
訪
問

④
サ
ロ
ン
会
員
の
方
に
販
売

⑤
残
っ
た
物
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
販
売

電
話
＆
FAX　
０
８
６
・
４
５
０
・
６
６
１
６

住
所　
倉
敷
市
北
畝
3
丁
目
5

－

9

店
名　
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
「
龍
紅
堂
」

店
主　
稲
見
圭
紅
さ
ん
（
企

画

委
員
長
） 

話
題
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
江

戸
後
期
、
津
山
出
身
の
洋
学
者
達
の
活
躍

ぶ
り
。
そ
し
て
美
作
の
地
名
の
由
来
等
の

話
が
聞
け
た
。

▲総会で挨拶する天野会長（右端）

定
期
総
会 
一
七
〇
名
が
参
加

美
作
国
建
国 

一、三
〇
〇
年
記
念
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美
作
国
建
国
一
三
〇
〇
年　

な
ぜ
「
備
北
」
で
な
く
「
美
作
」
か

背
景

藤
原
京
（
橿
原
市
）
か
ら
奈
良
に
都
が

移
さ
れ
た
の
が
七
一
〇
年
、
四
三
代
元

明
天
皇
の
御
代
で
あ
る
。
四
三
代
元
明

天
皇
（
三
八
代
天
智
天
皇
の
第
四
皇
女
、

六
六
一
年
に
誕
生
）
は
、
四
〇
代
天
武
天

皇
・
四
一
代
持
統
天
皇
の
皇
子
・
草
壁
皇

子
（
二
八
歳
で
没
す
）
に
嫁
が
れ
、
四
二

代
文
武
天
皇
・
四
四
代
元
正
天
皇
の
両
天

皇
と
吉
備
姫
内
親
王
を
生
む
。

文
武
天
皇
の
御
代
、
七
〇
一
年
の
大
宝

律
令
に
よ
り
、
国
の
範
囲
が
決
め
ら
れ
、

吉
備
も
備
前
国
、
備
中
国
、
備
後
国
に
分

国
さ
れ
た
と

云
わ
れ
、
都

か
ら
国
司
が

派
遣
さ
れ
て

統
治
が
行
わ

れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
云

う
。備

前
国

を
分
国
し
て
美
作
国
が
作
ら
れ
た
の
は

七
一
三
年
、
大
宝
律
令
制
定
の
一
二
年
後

で
あ
る
。
元
明
天
皇
は
一
大
決
心
を
し
て

備
前
国
を
分
国
さ
れ
た
。
分
国
し
て
「
美

作
国
」
を
作
ら
れ
た
。
国
名
は
「
備
北
国
」

で
は
な
か
っ
た
。
何
故
か
。

吉
備
国
へ
の
憧
れ
と
脅
威

元
明
天
皇
（
阿
閉
ア
ヘ
皇
女
）
は
天
智

天
皇
の
第
四
皇
女
で
、
斉
明
天
皇
七
年

（
六
六
一
）
に
生
誕
さ
れ
た
。
斉
明
天
皇

の
母
は
吉
備
姫
王
で
、
斉
明
天
皇
は
吉
備

の
ハ
タ
氏
に
関
心
が
深
か
っ
た
。
阿
閉
皇

女
も
そ
の
影
響
で
吉
備
の
ハ
タ
氏
に
は
深

い
関
心
が
あ
っ
た
と
思
え
る
。
御
自
分
の

生
ん
だ
子
も
「
吉
備
姫
」
と
命
名
さ
れ
た
。

子
供
「
文
武
天
皇
」
は
病
弱
で
早
死

（
二
五
歳
）
さ
れ
た
。
文
武
天
皇
の
子
・

首
（
オ
ビ
ト
）
皇
子
（
後
の
四
五
代
聖
武

天
皇
）
は
ま
だ
七
歳
。
仕
方
な
く
元
明
天

皇
は
即
位
さ
れ
た
と
云
う
。

元
明
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
時
、
秩
父
で

産
出
し
た
自
然
銅
（
和
銅
）
が
献
上
さ
れ

た
。
早
速
、
改
元
さ
れ
「
和
銅
」
と
さ
れ

た
。
銅
冶
金
族
と
云
え
ば「
物
部
」か「
ハ

タ
氏
」
だ
が
、
元
明
天
皇
は
物
部
氏
族
が

気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
即
位
さ
れ
た
時
に

詠
ま
れ
た
歌
が
万
葉
集
の
巻
一
・
七
六
番

に
出
て
い
る
。「
物
部
の
丈
夫
が
、
何
か

仕
出
か
す
の
で
は
な
い
か
」
と
。
七
七
番

の
歌
に
は
、
姉
・
御
名
部
（
ミ
ナ
ベ
）
皇

女
が
「
元
明
天
皇
よ
。
貴
女
は
大
君
な
の

で
す
。何
も
心
配
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

代
々
の
皇
祖
が
力
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
」
と
励
ま
さ
れ
て
い
る
。

美
作
は
銅
の
産
地

備
前
の
北
部
は
製
鉄
タ
タ
ラ
よ
り
銅
を

生
産
し
、
朝
廷
に
貢
献
し
て
い
た
。
美
作

国
に
な
っ
た
六
郡
は
「
英
田
郡
」「
勝
田

郡
」「
苫
田
郡
」「
久
米
郡
」「
真
島
郡
」「
大

庭
郡
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
郡
の
地
名
が

出
来
た
由
来
を
考
え
れ
ば
「
銅
を
生
産
出

来
る
場
所
」
だ
と
理
解
で
き
る
。﹇
ア
イ

ダ
＝
ア
イ
タ
。
ア
の
発
音
は
冶
金
す
る
。

イ
タ
（
御
津
町
伊
田
に
は
銅
鉱
山
が
あ
っ

た
）﹈﹇
カ
ツ
マ
タ
。
カ
の
発
音
は
熔
か
す
。

ツ
（
金
属
）・
マ
（
銅
）・
タ
（
場
所
）﹈﹇
ト

マ
タ
。
ト
の
発
音
は
銅
。
マ
の
発
音
も
銅
。

タ
（
取
れ
た
場
所
）﹈﹇
マ
シ
マ
。
マ
の
発

音
は
銅
。
シ
の
発
音
も
銅
の
一
種
。
マ
の

発
音
は
銅
﹈﹇
ク
メ
。
ク
の
発
音
は
金
属

に
付
随
す
る
発
音
。
メ
の
発
音
は
ベ
と
共

通
で
銅
の
様
な
金
属
﹈﹇
オ
オ
バ
。
バ
の

発
音
は
マ
の
発
音
と
共
通
し
て
銅
﹈
従
っ

て
北
部
六
郡
は
銅
が
取
れ
て
い
た
地
名
に

な
り
、
銅
を
取
っ
て
い
た
ハ
タ
の
同
族
が

支
配
権
を
持
っ
て
い
た
土
地
だ
と
想
像
出

来
る
。

物
部
氏
の
追
い
落
と
し

現
在
残
っ
て
い
る
伝
承
に
よ
れ
ば
、

七
一
三
年
、
片
埜
（
カ
タ
ノ
）
の
乙
麻
呂

は
、「
中
山
の
神
」
に
追
わ
れ
て
津
山
か

ら
南
部
に
逃
げ
る
。
正
に
元
明
天
皇
が
上

野
国
の
堅
身
サ
ン
を
使
っ
て
物
部
（
交
野

地
方
で
饒
速
日
命
の
末
裔
と
し
て
力
を
持

ち
、
銅
冶
金
に
従
事
し
た
部
族
）
の
乙
麻

呂
を
、
苫
田
・
勝
田
の
盆
地
か
ら
追
い
出

し
た
こ
と
に
つ
な
が
る
。
上
野
国
（
群
馬

県
）
は
（
カ
ミ
ツ
ケ
）
の
国
で
「
ケ
」
と

は
（
銅
）
の
意
味
。
吉
備
の
ハ
タ
氏
が
移

住
し
た
土
地
と
見
て
い
る
。

国
名
を
「
み
ま
さ
か
」

美
作
国
と
書
く

美
作
国
の
新
し
い
国
衙
（
美
作
国
の
役

▲演者　佐藤光範氏

古
代
史
研
究
家　

佐
藤 

光
範
（
当
会
顧
問
）
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所
）
は
、
入
口
が
東
に
向
く
。
同
時
期
に

出
来
た
中
山
神
社
も
東
か
ら
参
道
が
西
に

向
か
う
。
当
時
は
「
偉
い
人
は
北
に
坐
し

南
を
向
く
」
と
云
う
思
想
が
当
た
り
前

だ
っ
た
。
だ
か
ら
お
寺
も
・
神
社
も
・
役

所
も
・
当
然
宮
中
も
す
べ
て
南
に
門
を
設

け
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
た
だ
、
吉

備
の
南
部
の
ハ
タ
氏
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

の
影
響
が
あ
っ
て
東
か
ら
参
拝
す
る
建
物

も
作
っ
た
。
美
作
国
が
出
来
た
時
に
は
こ

の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
備
の
ハ
タ
氏
の
末
裔
は
、
朝
廷
は
奈

良
の
明
日
香
な
の
に
京
都
太
秦
（
ウ
ズ
マ

サ
）
に
蟠
踞
し
て
い
た
。
又
、
ハ
タ
氏
の

発
祥
地
・
総
社
市
秦
の
西
の
山
で
、
麻
佐

岐
（
マ
サ
キ
）
の
磐
座
を
祭
祀
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
「
マ
サ
」
の
発
音
は
﹇
マ
の

発
音
は
銅
。
サ
の
発
音
は
細
か
い
鉱
石
﹈

で
、
銅
冶
金
を
し
て
い
た
ハ
タ
氏
独
特
の

言
葉
だ
ろ
う
。
そ
の
細
か
い
銅
鉱
石
を
鎔

か
し
て
﹇
カ
の
発
音
は
熔
か
す
﹈
銅
の
言

葉
・「
マ
サ
カ
」
の
言
葉
が
出
来
る
。
そ

れ
を
銅
の
神
様
の
意
味
の
﹇
ミ
﹈
の
発
音

を
重
ね
て
「
ミ
マ
サ
カ
」
の
国
名
が
出
来

た
。「

ミ
マ
サ
カ
」
を
好
字
二
文
字
で
書
く

こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
元
明
天
皇
は

幕
末
の
対
米
、対
露
交
渉
で
活
躍
し
た
、

津
山
藩
医
箕
作
阮
甫
。
そ
の
隆
々
た
る
系

譜
を
評
し
て
、「
箕
作
の
血
は
学
者
の
血
、

佐
藤
の
血
は
医
者
の
血
」
と
言
っ
た
の
は

明
治
期
の
文
学
者
で
政
治
評
論
家
と
し
て

著
名
な
福
地
源
一
郎
で
し
た
。
ち
な
み
に

佐
藤
と
は
、
現
在
の
千
葉
県
佐
倉
市
が
生

ん
だ
、
順
天
堂
創
始
者
の
医
家
佐
藤
泰
然

の
こ
と
で
す
。

阮
甫
夫
妻
は
四
女
に
恵
ま
れ
ま
す
が
、

二
女
は
夭
折
。
せ
き(

阮
甫
一
女)

は
、

江
戸
詰
の
広
島
藩
医
呉
黄
石
に
嫁
し
、
孫

に
は
国
勢
調
査
の
原
案
を
作
成
し
た
統
計

箕
作
家
は
、
ち
ま(

阮
甫
四
女)

に
地

理
学
者
の
省
吾(

旧
姓
佐
々
木)

を
養
子

に
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
間
に
一
粒
種
の
麟

祥
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
麟
祥
は
慶
応
三

年(

一
八
六
七)

、
将
軍
慶
喜
の
名
代
徳

川
昭
武
一
行
に
随
行
し
て
渡
欧
、
フ
ラ
ン

ス
・
イ
ギ
リ
ス
に
赴
き
、
経
済
や
法
律
を

学
び
翌
年
帰
国
し
た
の
で
し
た
。
明
治
期

に
お
い
て
は
司
法
省
で
法
制
整
備
を
任
さ

れ
、
民
法
や
商
法
な
ど
を
手
が
け
て
い

ま
す
。「
憲
法
と
い
う
言
葉
を
、
今
あ
る

意
味
に
位
置
づ
け
た
法
制
官
僚
」
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ね(

阮
甫
三
女)

も
、

秋
坪(
旧
姓
菊
池)

を
養
子
に
迎
え
、
四

男
を
も
う
け
ま
し
た
。
奎
吾(

秋
坪
一

男)

・
大
麓(

秋
坪
二
男)

は
慶
応
二
年

(

一
八
六
六)

に
十
五
歳
と
十
二
歳
と
い

学
者
の
呉
文
聡
、
東
京
大
学
医
学
部
精
神

病
学
の
権
威
呉
秀
三
、
ひ
孫
に
は
日
本
大

学
総
長
を
勤
め
た
呉
文
炳
な
ど
が
い
ま

す
。

う
若
さ
で
、
幕
命
で
イ
ギ
リ
ス
留
学
し
た

の
で
す
が
、
幕
府
崩
壊
に
よ
り
慌
て
て
帰

国
し
ま
す
。
奎
吾
は
少
年
期
か
ら
開
成
所

(

東
京
大
学
の
前
身)

の
教
師
を
し
て
い

た
ほ
ど
の
秀
才
だ
っ
た
の
で
す
が
、
惜
し

い
か
な
二
十
歳
の
時
、
隅
田
川
で
遊
泳
中

に
溺
死
。
大
麓
の
方
は
十
五
歳
の
時
、
官

命
で
再
び
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
、
最
終
的
に

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
首
席
で
卒
業
し
ま

す
。
成
績
が
大
変
優
秀
だ
っ
た
こ
と
か
ら

「
東
洋
の
奇
男
児
」
と
あ
だ
名
が
つ
け
ら

れ
た
ほ
ど
で
し
た
。
帰
国
後
、
東
京
大
学

教
授(

数
学)

か
ら
総
長
、
第
一
次
桂
内

閣
時
の
文
部
大
臣
、
京
都
帝
国
大
学
総
長

な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
大
麓
は
養
子

と
な
っ
た
父
方
の
「
菊
池
」
姓
を
継
ぎ
、

菊
池
大
麓
と
改
名
し
て
い
ま
す
。

「
備
前
国
の
北
に
作
っ
た
新
し
い
国
は
、

備
北
国
で
は
な
く
、
銅
（
ミ
）
を
作
る
国

だ
か
ら
、ミ
を
好
字
・
美
に
し
て
﹇
美
（
ミ
）

を
作
る
国
﹈
美
作
国
と
書
く
こ
と
に
し
よ

う
」
決
め
ら
れ
た
。

和
銅
六
年
（
七
一
三
）
四
月
三
日
の
こ

と
で
あ
る
。

洋
学
史
学
会
理
事　

下
山 

純
正

箕
作
阮
甫
、
恐
る
べ
し
そ
の
系
譜

▲演者　下山純正氏



2013 年 ( 平成 25年 ) 7 月 10 日発行

-4-

「歴研おかやま」 第 7号

そ
の
娘
タ
ミ(

大
麓
一
女)

は
、
天
皇

機
関
説
で
知
ら
れ
る
憲
法
学
者
美
濃
部
達

吉
に
嫁
し
、
二
人
の
間
に
は
、
の
ち
に
東

京
都
知
事
や
参
議
院
議
員
を
歴
任
し
た
、

美
濃
部
亮
吉
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
九
日
、
亮
吉
は

箕
作
家
墓
参
を
目
的
に
、
津
山
を
訪
問
さ

れ
、
そ
の
夜
の
座
談
会
「
祖
父
菊
池
大
麓

を
語
る
」
で
は
、
大
麓
と
の
思
い
出
を
語

ら
れ
ま
し
た
。
翌
日
訪
問
し
た
洋
学
資
料

館
で
は
、箕
作
家
ゆ
か
り
の
資
料
に
、じ
っ

く
り
と
目
を
通
し
、
父
の
名
も
入
っ
て
い

る
家
系
図
の
前
に
来
る
と
「
祖
父
以
前
の

家
系
が
よ
く
分
っ
て
驚
い
た
」
と
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
、
少
年
期
の
自
分
の
写

真
が
写
っ
て
い
る
菊
池
一
族
の
記
念
写
真

の
前
で
は
「
や
あ
、
懐
か
し
い
ね
」
を
連

発
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。　

ま
た
、
千
代(

大
麓
二
女)

は
民
法
学
の

鳩
山
秀
夫
に
嫁
し
、
冬
子(

大
麓
三
女)

は
労
働
法
の
末
広
厳
太
郎
と
何
れ
も
学
者

に
嫁
し
て
い
ま
す
。
正
士(

大
麓
七
男)

は
、
電
子
線
回
折
実
験
で
世
界
的
に
認
め

ら
れ
た
人
物
で
す
が
、
彼
が
発
見
し
た
回

折
像
に
現
れ
る
平
行
線
は
「
菊
池
線
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
大
学
教
授
で
東

京
理
科
大
学
長
、
原
子
物
理
学
者
で
文
化

勲
章
受
章
者
で
も
あ
り
ま
す
。
正
士
は
、

他
人
か
ら
こ
の
優
秀
な
る
箕
作
家
系
の
一

員
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は
苦
手
だ
っ
た
ら

し
く
、「
遺
伝
と
い
う
も
の
が
あ
る
に
し

て
も
、
そ
れ
は
三
代
ま
で
の
こ
と
、
私
に

は
関
係
な
い
」
と
、
宴
席
で
話
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

佳
吉(

秋
坪
三
男)

は
海
洋
動
物
学
者

と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て

東
京
大
学
で
動
物
学
の
講
義
を
開
始
し
ま

し
た
。
豊
富
な
学
識
を
も
っ
て
、
学
界
お

よ
び
実
業
、
こ
と
に
水
産
事
業
へ
の
貢
献

は
甚
大
で
し
た
。
特
に
、
世
界
で
初
の

養
殖
真
珠
に
成
功
し
た
御
木
本
幸
吉(
ミ

キ
モ
ト
パ
ー
ル)

を
指
導
し
た
こ
と
は
有

名
。
鳥
羽
の
御
木
本
幸
吉
記
念
館
や
真
珠

博
物
館
を
訪
れ
る
と
、
佳
吉
と
幸
吉
の
出

会
い
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
子
ど

も
に
も
分
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
四
十
年(

一
九
〇
七)

、
病
気

の
た
め
理
科
大
学
長
を
辞
し
、
二
年
後

五
十
一
歳
で
没
し
ま
す
が
、
そ
の
訃
報
が

米
国
に
伝
わ
っ
た
と
き
、
米
国
学
界
の

人
々
は
「
日
本
は
一
偉
人
を
失
っ
た
」
と

惜
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

続
い
て
元
八(

秋
坪
四
男)

で
す
が
、

彼
は
西
洋
史
研
究
の
大
家
で
す
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
父
の
私
塾
「
三
叉
学
舎(

英
学

塾)

」
の
門
人
だ
っ
た
平
沼
淑
郎(

の
ち

大
阪
市
助
役
・
早
稲
田
大
学
学
長)

、
阪

谷
芳
郎(

の
ち
大
蔵
大
臣
・
帝
国
銀
行
協

会
長
・
専
修
大
学
総
長)

ら
と
交
わ
り
、

「
秀
才
三
少
年
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
十
三

歳
に
し
て
早
く
も
「
北
米
合
衆
国
独
立
戦

争
史
」
を
小
冊
子
と
し
て
仕
上
げ
て
い
る

こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
に
留
学
し
、
明
治
三
十
五
年

帰
国
後
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和
天
皇
が
東
宮(

皇
太
子)

時

代
に
西
洋
史
を
講
じ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

元
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館
長
植
田
心
壮
の

回
顧
談
『
呵
々
・
伝
え
て
お
き
た
い
話
』

に
昭
和
四
十
二
年(

一
九
六
七)

四
月
、

蒜
山
高
原
で
の
植
樹
祭
の
た
め
来
岡
さ
れ

た
昭
和
天
皇
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
、
載
っ
て
い
ま
す
。〈
主
要
行
事
を
終

え
ら
れ
た
陛
下
が
、
草
原
散
策
や
酪
農
事

情
の
見
学
中
、突
然
、随
行
の
知
事
に
「
知

事
さ
ん
、
箕
作
の
家
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
？
」
と
ご
下
問
さ
れ
た
。
当
時
の
知

事
加
藤
武
徳
は
「
は
あ
・
・
あ
の
・
・
」

と
絶
句
。
知
事
に
は
当
時
、
箕
作
家
の
こ

と
な
ど
頭
の
中
に
は
な
く
、
即
座
の
お
答

え
は
で
き
ず
、
心
中
大
あ
わ
て
の
状
況

だ
っ
た
〉
と
い
う
の
で
す
。
陛
下
は
、
懐

か
し
く
敬
愛
す
る
箕
作
元
八
の
祖
父
が
洋

学
者
箕
作
阮
甫
で
あ
り
、
津
山
の
人
で
あ

る
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
、
ふ
と
、
尋
ね
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
知
事
に
と
っ
て
は

思
い
も
か
け
な
い
ご
下
問
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

ま
た
、昭
和
四
十
七
年
、陛
下
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
受
け
に
な
っ
た
際
、「
こ
れ
ま
で
誰
か

の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す

か
？
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
私
は
こ
れ

ま
で
数
え
切
れ
ぬ
人
々
か
ら
知
的
影
響
を

受
け
て
き
た
が
、
唯
一
最
も
偉
大
な
影
響

を
受
け
た
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
日
本
の

英
雄
や
天
皇
、
ま
た
は
有
名
な
科
学
者
な

ど
で
は
な
く
、
箕
作
元
八
と
い
う
名
の
教

授
で
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
、
側
近
を
あ
わ

て
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
元
八
は
そ
の

時
話
題
と
な
っ
た
学
者
な
の
で
す
。

箕作阮甫（津山洋学
資料館資料より）
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古代吉備国を基盤とした新しい吉備地域づ
くりに取り組む学会として、「吉備学会」を
2007 年３月に設立した。地域主体（ローカ
ル）からの世界（グローバル）への発信、す
なわち「ローバリズム」の追求を基盤にした
地域創生学を新たに確立したいと考えてい
る。地域創生学の確立にあたっては、新たな
パラダイム・哲学に基づいて、新たな社会総
合学として体系化することを目指したい。
現在は、歴史研究部会、文化研究部会、食
農教育研究部会の 3研究部会でそれぞれの
テーマに基づく研究会を基盤に活動し、望ま
しい地域の創生を目指し、地域から全国・世
界へ発信しうる内容となるよう努めている。
歴史と文化が育ててきた良きものを「保存」

（守る）・「再生」（取り戻す）し、より望まし
いものを「創生」（創り出す）活動を進めね
ばならない。たとえば、岡山を中心にした「吉
備の国」における「桃太郎王国」としての歴
史的・民俗学的研究を総結集し、岡山県と香
川県とが連携・協働して、「桃太郎文化・経
済圏」を建設し、「桃太郎文化学」を確立し
て文化を通しての地域創生に努力したい。ひ
いては「桃太郎」の精神を重んじ、すべての
命を大切にし、地球環境を守り、共存共栄を
目指すものである。そのようなプロセスを踏
みながら、夢のある明るい吉備地域を創生し、
地域創生学としての「吉備学」を確立したい
と思っている。

備前地域の最高峰、熊山は昔から霊山とし
て崇められてきた山です。山頂及び周辺部に
は大小の石積遺跡が３３基以上確認されてい
て、古代より活発な、宗教活動の場としての
歴史があります。
特に山上部の元霊仙寺跡にある方形三段の

石積遺跡は、奈良時代の石造遺跡として特異
な形態であると注目され、県外からも、毎年
多くの見学者が訪れています。
熊山石積遺跡群調査・研究会は平成 13年

4月に会員数２１６名で結成されました。石
積遺跡の現地調査や考古学専門家の講演会、
会員の研究発表会などを開催、会員各自それ
ぞれの視点で活発な研究に取り組んでいま
す。又、熊山遺跡解明に参考になると思われ
る県外遺跡地への研修旅行も、年１回実行さ
れ会員同士の親睦交流の機会としています。
毎年 11月第４土曜日に熊山にて一般参加

遺跡見学会を開催し、会員が説明案内します。
その折、地元の熊山神社氏子の方々の暖かい
応援お接待があり、参加者一同、熊山の不思
議な石積遺跡と美しい景勝と共に、感謝と感
動を覚えます。
会報・熊山の石ふみ　年二回発行　　　　

　ホームページ「熊山遺跡研トップ」
http://www7a.biglobe.ne.jp/~nakanishi/

kumatop.html　

「吉備の地域創生学」を目指して
「吉備学会」名誉会長　松畑　熙一（当会顧問）

団

体

紹

介

▼

熊
山
石
積
遺
跡

▲

第
七
回
吉
備
学
会
講
演
会
の
一
齣

熊山遺跡調査・研究会
理事　大河内栄子
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■
編
集
後
記
■　

定
期
総
会
の
記
念
講
演
、

二
題
と
も
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
の
で
下
山
氏
、

佐
藤
氏
に
頼
ん
で
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
「
龍
紅
堂
」
が
水
島
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
ま
た
、
企
画
「
歴
研
サ
ロ
ン
」
が
六

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
歴
史
愛
好
家
の
集
い
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
楠
）

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会

会
　
長　

天
野
勝
昭

編
集
長　

楠 

敏
明

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
―
86
山
本
方

電 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

http://b.okareki.net/

●
叙
勲 

●
　
当
会
顧
問
で
加
賀
郡
吉
備
中
央

町
在
住
の
芝
村
哲
三
氏
（
八
八
歳
）
は
瑞
宝
双
光

章
を
六
月
に
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

・  7/23（火） 第 2回「歴研サロン」
「後南朝＝植月御所と菅家七流」

・  9/26（木）第 3回「歴研サロン」
「剣聖　大月関平伝」  

・  10/18（金）～ 20（日）
全国大会（熊本市）

・  10/27（日） 備後路の歴史探訪
・  11/26（火）第 4回「歴研サロン」
「山田方谷と子弟たち」

今後の予定

地
区
散
策
・
津
山
弥
生
の
里
・
中
山
神
社
・
八
咫

の
鏡
発
掘
地
・
流
王
家
の
碑
を
探
訪
し
た
。
津
山

洋
学
資
料
館
で
は
下
山
前
館
長
の
案
内
。
行
き
の

バ
ス
で
は
佐
藤
顧
問
が
美
作
の
名
前
の
由
来
を
説

明
。
帰
り
の
バ
ス
で
は
山
崎
副
会
長
が
後
南
朝
に

関
わ
る
話
題
を
披
露
。
美
咲
町
飯
岡
の
流
王
家
の

碑
で
は
、
流
王
農
さ
ん
と
長
女
の
眞
佐
子
さ
ん
か

ら
流
王
家
の
話
を
聞
い
た
。
参
加
者
は
秘
め
ら
れ

時　
十
月
十
八
日
〜
二
十
日

所　
熊
本
県
熊
本
市

第
一
日
目　
式
典
・
記
念
講
演
・
祝
宴

第
二
日
目　
見
学
会
①
加
藤
・
細
川
家
が
遺

し
た
も
の
（
熊
本
城
・
水
前
寺
公
園
・
他
）

を
探
訪
す
る

第
六
回

探
訪
会

津
山
市
・
美
作
市
探
訪

六
月
一
日
（
土
）
梅
雨
空
の
下
、
六
十
四
名
が

バ
ス
一
台
と
車
二
台
で
津
山
洋
学
資
料
館
・
城
東

第
一
回
「
歴
研
サ
ロ
ン
」
が
六
月
二
五
日
開
催

さ
れ
三
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。大
河
原
喬
氏（
当

会
顧
問
）
が
「
二
備
一
作
考
」
と
題
し
て
話
さ
れ

楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
回
（
定
員
六
十
名
）

開
催　

七
月
二
三
日
（
火
）

講
師　

山
崎
泰
二
氏　

流
王
農
氏

　
　

雪
吉
政
子
氏　

江
見
則
勝
氏 

「
歴
研
サ
ロ
ン
」
発
足 第

七
回
探
訪
会

行
先
（
予
定
）

・
備
後
国
分
寺
跡
・
小
山
池
廃
寺
・
最
明
寺
跡
（
駅

家
跡
）・
双
子
塚
古
墳
・
最
明
寺
（
板
碑
）・
備

後
吉
備
津
神
社
・
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
・
福

山
城
博
物
館
・
明
王
院
・
草
戸
千
軒
遺
跡

実
施
日　
十
月
二
十
七
日
（
日
）

案
内
人　
大
月
基
司
・
遠
山
義
雄
・
平
井
悦
夫

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
野
崎
豊
顧
問

テ
ー
マ
「
後
南
朝
＝
植
月
御
所
と
菅
家
七
流
」

第
三
回
（
定
員
四
十
名
）

開
催　

九
月
二
六
日
（
木
）

講
師　

芝
村
哲
三
氏
（
当
会
顧
問
）

テ
ー
マ
「
剣
聖　

大
月
関
平
伝
」

第
四
回
（
定
員
六
十
名
）

開
催　

十
一
月
二
三
日
（
火
）

講
師　

中
山　

亘
氏
（
会
員
）

テ
ー
マ
「
山
田
方
谷
と
そ
の
子
弟
」

全
国

大
会

津山洋学資料館庭で記念撮影

第
三
日
目　
見
学
会
②
古
代
ロ
マ
ン
の
宝
庫

く
ま
も
と
（
装
飾
古
墳
館
・
他
）
を
探
訪

す
る

岡
山
か
ら
十
名
以
上
を
参
加
目
標
に
し
て
お

り
、
奮
っ
て
ご
参
加
だ
さ
い
。
ご
希
望
者

は
岡
山
歴
研
事
務
局
ま
で
申
込
く
だ
さ
い

肥
後
熊
本
大
会
の
ご
案
内

た
歴
史
に
聞
き
入
っ
た
。

備
後
路
の
歴
史
探
訪

お
知
ら
せ

10
月
27
日 （
日
）

備
中
松
山
藩

主
の
別
邸
「
旧
備

中
松
山
藩
御
茶

屋
」（
高
梁
市
奥

万
田
町
）
の
整
備

工
事
が
完
成
し
、

六
月
九
日
落
成
式

が
行
わ
れ
た
。


